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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色材と、前記第１の色材の色と補色関係にある色相を有する第２の色材と、前記
第１、第２の色材よりも低い明度を有する第３の色材と、を少なくとも含む複数の色材を
用いて記録媒体上に画像を記録するために、前記画像に対応する画像データを処理する画
像処理装置であって、
　前記画像データを取得する取得手段と、
　前記画像データを前記複数の色材に対応する色材データに変換する変換手段と、
　前記色材データを量子化し、前記複数の色材の記録に用いる記録データを生成する生成
手段と、を有し、
　前記変換手段は、前記取得手段が無彩色であり、且つ、色再現のための階調範囲の中間
の階調以下の階調を有する色を示す前記画像データを取得した場合、前記第１の色材の記
録量と前記第２の色材の記録量が前記複数の色材のうちの前記第１、第２の色材と異なる
色材の記録量よりも多くなるように、前記画像データを前記色材データに変換し、
　前記生成手段は、
　前記第３の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記録を定
めるための閾値が定められた第１の閾値マトリクスと、のみに基づいて、前記第３の色材
に対応する記録データを生成し、
　前記第１の色材に対応する色材データと、前記第１の閾値マトリクスと、前記第３の色
材に対応する色材データと、に基づいて、前記第１の色材に対応する記録データを生成し
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、
　前記第２の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記録を定
めるための閾値が定められた第２の閾値マトリクスと、に基づいて、前記第２の色材に対
応する記録データを生成し、
　前記第１の色材の記録が定められる画素と前記第２の色材の記録が定められる画素が互
いに異なる位置となるように、前記第１の色材に対応する記録データ及び前記第２の色材
に対応する記録データを生成することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記第１の色材の記録が定められる画素と前記第２の色材の記録が定
められる画素が互いに排他的な位置となるように、前記第１の色材に対応する記録データ
及び前記第２の色材に対応する記録データを生成することを特徴とする請求項１に記載の
画像処理装置。
【請求項３】
　前記第１の閾値マトリクスと前記第２の閾値マトリクスにおいて、それぞれ対応する画
素に定められた閾値の和は、互いに同じ値であることを特徴とする請求項１または２に記
載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記生成手段は、各画素について、前記第３の色材に対応する色材データが示す値だけ
前記第１の閾値マトリクス内の閾値をオフセットし、前記第１の色材に対応する色材デー
タと、オフセット後の前記第１の閾値マトリクスと、に基づいて前記第１の色材に対応す
る記録データを生成することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処
理装置。
【請求項５】
　前記複数の色材は、前記第１、第２の色材よりも低い明度を有する第４の色材と、前記
第１、第２、第３、第４の色材よりも低い明度を有する第５の色材と、を更に含み、
　前記生成手段は、前記第５の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録
または非記録を定めるための閾値が定められた第３の閾値マトリクスと、のみに基づいて
、前記第５の色材に対応する記録データを生成し、前記第４の色材に対応する色材データ
と、前記第３の閾値マトリクスと、前記第５の色材に対応する色材データと、に基づいて
、前記第４の色材に対応する記録データを生成することを特徴とする請求項１から４のい
ずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記生成手段は、各画素について、前記第５の色材に対応する色材データが示す値だけ
前記第３の閾値マトリクス内の閾値をオフセットし、前記第４の色材に対応する色材デー
タと、オフセット後の前記第３の閾値マトリクスと、に基づいて前記第４の色材に対応す
る記録データを生成することを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第１の閾値マトリクスと前記第３の閾値マトリクスは、所定の閾値よりも小さい閾
値が定められた画素が互いに異なる位置となるように、各画素に対する閾値が定められて
いることを特徴とする請求項５または６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記第１の閾値マトリクスと前記第３の閾値マトリクスは、それぞれブルーノイズ特性
を有することを特徴とする請求項５から７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記第５の色材の色はブラックであり、前記第３の色と前記第４の色のうち、一方はシ
アン、他方はマゼンタであることを特徴とする請求項５から８のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項１０】
　前記第１の色材の色と前記第２の色のうち、一方はイエロー、他方はライトブルーであ
ることを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
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【請求項１１】
　前記複数の色材それぞれは、インクに含有されていることを特徴とする請求項１から１
０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記複数の色材を含有する複数のインクを吐出するための記録ヘッドを更に有すること
を特徴とする請求項１１に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　第１の色材と、前記第１の色材の色と補色関係にある色相を有する第２の色材と、前記
第１、第２の色材よりも低い明度を有する第３の色材と、を少なくとも含む複数の色材を
用いて記録媒体上に画像を記録するために、前記画像に対応する画像データを処理する画
像処理装置であって、
　前記画像データを取得する取得手段と、
　前記画像データを前記複数の色材に対応する色材データに変換する変換手段と、
　各画素に対する色材の記録または非記録を定めるための閾値が定められた閾値マトリク
スを用いて前記色材データを量子化し、前記複数の色材の記録に用いる記録データを生成
する生成手段と、を有し、
　前記変換手段は、前記取得手段が無彩色であり、且つ、色再現のための階調範囲の中間
の階調以下の階調を有する色を示す前記画像データを取得した場合、前記第１の色材の記
録量と前記第２の色材の記録量が前記複数の色材のうちの前記第１、第２の色材と異なる
色材の記録量よりも多くなるように、前記画像データを前記色材データに変換し、
　前記生成手段は、
　前記第３の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記録を定
めるための閾値が定められた第１の閾値マトリクスと、のみに基づいて、前記第３の色材
に対応する記録データを生成し、
　前記第１の色材に対応する色材データと、前記第１の閾値マトリクスと、前記第３の色
材に対応する色材データと、に基づいて、前記第１の色材に対応する記録データを生成し
、
　前記第２の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記録を定
めるための閾値が定められた第２の閾値マトリクスと、に基づいて、前記第２の色材に対
応する記録データを生成し、
　前記第１の閾値マトリクスと前記第２の閾値マトリクスにおいて、それぞれ対応する画
素に定められた閾値の和は、互いに同じ値であることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１４】
　前記生成手段は、各画素について、前記第３の色材に対応する色材データが示す値だけ
前記第１の閾値マトリクス内の閾値をオフセットし、前記第１の色材に対応する色材デー
タと、オフセット後の前記第１の閾値マトリクスと、に基づいて前記第１の色材に対応す
る記録データを生成することを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　前記第１の色材の色と前記第２の色のうち、一方はイエロー、他方はライトブルーであ
り、前記第３の色はシアン、マゼンタのいずれかであることを特徴とする請求項１３また
は１４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　イエローインク、ライトブルーインク、マゼンタインクを少なくとも含む複数のインク
を用いて記録媒体上に画像を記録するために、前記画像に対応する画像データを処理する
画像処理装置であって、
　前記画像データを取得する取得手段と、
　前記画像データを前記複数のインクに対応するインクデータに変換する変換手段と、
　各画素に対するインクの記録または非記録を定めるための閾値が定められた閾値マトリ
クスを用いて前記インクデータを量子化し、前記複数のインクの記録に用いる記録データ
を生成する生成手段と、を有し、
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　前記生成手段は、
　前記マゼンタインクに対応するインクデータと、各画素に対してインクの記録または非
記録を定めるための閾値が定められた第１の閾値マトリクスと、のみに基づいて、前記マ
ゼンタインクに対応する記録データを生成し、
　前記イエローインクに対応するインクデータと、前記第１の閾値マトリクスと、前記マ
ゼンタインクに対応するインクデータと、に基づいて、前記イエローインクに対応する記
録データを生成し、
　前記ライトブルーインクに対応するインクデータと、各画素に対してインクの記録また
は非記録を定めるための閾値が定められた第２の閾値マトリクスと、に基づいて、前記ラ
イトブルーインクに対応する記録データを生成し、
　前記第１の閾値マトリクスと前記第２の閾値マトリクスにおいて、それぞれ対応する画
素に定められた閾値の和は、互いに同じ値であることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１７】
　第１の色材と、前記第１の色材の色と補色関係にある色相を有する第２の色材と、前記
第１、第２の色材よりも低い明度を有する第３の色材と、を少なくとも含む複数の色材を
用いて記録媒体上に画像を記録するために、前記画像に対応する画像データを処理する画
像処理方法であって、
　前記画像データを取得する取得工程と、
　前記画像データを前記複数の色材に対応する色材データに変換する変換工程と、
　前記色材データを量子化し、前記複数の色材の記録に用いる記録データを生成する生成
工程と、を有し、
　前記変換工程において、前記取得工程において無彩色であり、且つ、色再現のための階
調範囲の中間の階調以下の階調を有する色を示す前記画像データを取得した場合、前記第
１の色材の記録量と前記第２の色材の記録量が前記複数の色材のうちの前記第１、第２の
色材と異なる色材の記録量よりも多くなるように、前記画像データを前記色材データに変
換し、
　前記生成工程において、
　前記第３の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記録を定
めるための閾値が定められた第１の閾値マトリクスと、のみに基づいて、前記第３の色材
に対応する記録データを生成し、
　前記第１の色材に対応する色材データと、前記第１の閾値マトリクスと、前記第３の色
材に対応する色材データと、に基づいて、前記第１の色材に対応する記録データを生成し
、
　前記第２の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記録を定
めるための閾値が定められた第２の閾値マトリクスと、に基づいて、前記第２の色材に対
応する記録データを生成し、
　前記第１の色材の記録が定められる画素と前記第２の色材の記録が定められる画素が互
いに異なる位置となるように、前記第１の色材に対応する記録データ及び前記第２の色材
に対応する記録データを生成することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１８】
　第１の色材と、前記第１の色材の色と補色関係にある色相を有する第２の色材と、前記
第１、第２の色材よりも低い明度を有する第３の色材と、を少なくとも含む複数の色材を
用いて記録媒体上に画像を記録するために、前記画像に対応する画像データを処理する画
像処理方法であって、
　前記画像データを取得する取得工程と、
　前記画像データを前記複数の色材に対応する色材データに変換する変換工程と、
　各画素に対する色材の記録または非記録を定めるための閾値が定められた閾値マトリク
スを用いて前記色材データを量子化し、前記複数の色材の記録に用いる記録データを生成
する生成工程と、を有し、
　前記変換工程において、前記取得工程において無彩色であり、且つ、色再現のための階
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調範囲の中間の階調以下の階調を有する色を示す前記画像データを取得した場合、前記第
１の色材の記録量と前記第２の色材の記録量が前記複数の色材のうちの前記第１、第２の
色材と異なる色材の記録量よりも多くなるように、前記画像データを前記色材データに変
換し、
　前記生成工程において、
　前記第３の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記録を定
めるための閾値が定められた第１の閾値マトリクスと、のみに基づいて、前記第３の色材
に対応する記録データを生成し、
　前記第１の色材に対応する色材データと、前記第１の閾値マトリクスと、前記第３の色
材に対応する色材データと、に基づいて、前記第１の色材に対応する記録データを生成し
、
　前記第２の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記録を定
めるための閾値が定められた第２の閾値マトリクスと、に基づいて、前記第２の色材に対
応する記録データを生成し、
　前記第１の閾値マトリクスと前記第２の閾値マトリクスにおいて、それぞれ対応する画
素に定められた閾値の和は、互いに同じ値であることを特徴とする画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置および画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録画像に対応する多値の画像データを各画素に対してインクの吐出または非吐出を定
めるための閾値が定められた閾値マトリクスを用いて量子化し、記録に用いる記録データ
を生成することが従来より知られている。このとき、各色のインクの画像データに対して
同じ閾値マトリクスを用いて量子化を行うと、各色の画像データの値が同じであると、同
じ画素に各色のインクの吐出を定めるような記録データが生成される。このような記録デ
ータに基づいてインクの吐出を行うと、記録媒体上の各画素領域に対して各色のインクが
重畳して付与されてしまい、粒状感の目立つ画像が形成されてしまう虞がある。
【０００３】
　これに対し、特許文献１には、各色のインクをグループ分けし、グループごとに順次閾
値マトリクス内の閾値をオフセットしながら量子化を行うことが開示されている。詳細に
は、特許文献１では各色のインクを２つにグループ分けし、同じグループに属する第１の
色のインクと第２の色のインクついて、まず所定の閾値マトリクスを用いて第１の色のイ
ンクの画像データを量子化する。次に所定の閾値マトリクス内の各閾値から第１の色のイ
ンクの画像データの値を差し引き（オフセットし）、そのオフセット後の所定の閾値マト
リクスを用いて第２の色のインクの画像データを量子化する。オフセット後の所定の閾値
マトリクスでは、オフセット前の所定の閾値マトリクス内で第１の色のインクの画像デー
タの値よりも小さい閾値が定められていた画素、すなわち第１の色のインクの吐出が定め
られた画素については、大きい閾値が定められることになる。このようなオフセット後の
所定の閾値マトリクスを用いることにより、第１の色のインクの非吐出が定められた画素
に対して第２の色のインクの吐出が定められ易くなる。そのため、第１の色のインクと第
２の色のインクが重畳して付与されることによる粒状感が発生しにくくなる。以降の説明
では簡単のため、このような複数色間での閾値マトリクスのオフセットを伴う処理を色間
処理と称する。
【０００４】
　一方、近年では記録媒体上の低階調（高明度）の画像が記録される領域における粒状感
を低減するため、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックのインク（以下、基本色インク
とも称する）に加え、淡色インクを更に用いることが知られている。淡色インクを用いる
と、少ない数の画素領域（例えば１／８画素領域）に基本色インクを吐出することで再現
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可能なような低階調の画像であっても、淡色のインクでは比較的多い数の画素（例えば４
／８画素領域）に吐出を行うことで同等の明度を再現することができる。そのため、少な
い数の画素領域にしかインクを吐出しないことに由来する粒状感を生じにくくすることが
できる。
【０００５】
　上述のような淡色インクとして、従来ではブラックの色相を有するグレーインク、シア
ンの色相を有するライトシアンインク、マゼンタの色相を有するライトマゼンタインク等
を用いることが一般的であった。しかしながら近年では上記以外の淡色インクを用いるこ
とも知られており、特許文献２にはシアンとマゼンタの間の色相と、シアン、マゼンタよ
りも高い明度と、を有するライトブルーインクを淡色インクとして用いることが記載され
ている。シアンとマゼンタの２次色であるブルー色相は、シアン、マゼンタインク自体の
明度が比較的低いため、粒状感が特に目立ち易い。ライトシアンインクとライトマゼンタ
インクを用いれば上述のブルー色相における低階調の画像を記録するときの粒状感を低減
することはできるが、基本色インクに加えて更に２種類のインクを用いることになるため
、コストの増大を引き起こしてしまう。これに対し、特許文献２に記載されたライトブル
ーインクを用いると、粒状感が目立ち易いブルー色相における低階調の画像を記録する際
であっても、１種類のインクで粒状感の目立ちにくい画像を記録することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１７－３８１２７号公報
【特許文献２】特開２０１７－３５７９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献２に開示されたようなライトブルーインクを用いる場合におい
て、特許文献１に開示されたような処理を行うと、粒状感が十分に低減できなくなる虞が
あることがわかった。
【０００８】
　特許文献１では、基本色インクに加えてグレーインクを淡色インクとして用いる場合、
ブラック、シアン、グレーを１つ目のグループ、マゼンタ、イエローを２つ目のグループ
としてグループ分けする。そして、ブラック、シアン、グレー間で第１の閾値マトリクス
を用いて色間処理を行い、マゼンタ、イエロー間で第１の閾値マトリクスと閾値の配置が
異なる第２の閾値マトリクスを用いて色間処理を行う。そのため、ブラック、シアン、グ
レーについては排他的な画素にインクを吐出可能であるし、マゼンタ、イエローについて
も互いに排他的な画素にインクを吐出可能である。
【０００９】
　ここで、ブラック色相における各階調（いわゆるグレーライン）を再現するための各色
インクの付与量をみると、グレーインクを用いる場合には、ブラック色相であるブラック
、グレーインクをシアン、マゼンタ、イエローインクに比べて多量に付与することになる
。特にブラック色相の低階調（高明度）な画像を記録するときには、殆どグレーインクの
みを用いることになる。そのため、特許文献１の色間処理において、ブラック色相の低階
調領域においてはグレーインクの画像データは高い値となるが、他のインクの画像データ
は低い値となるため、他のインクについてはそもそもインクの吐出が殆ど定められない。
そのため、特許文献１の色間処理を行ったとしても、グレーインクは他の色のインクと重
畳して付与されないので、粒状感は目立ちにくい。
【００１０】
　しかしながら、特許文献２に開示されたようなライトブルーインクを用いる場合には、
ブラック色相の低階調領域を記録するとき、ライトブルーインクだけでなく、イエローイ
ンクを用いる必要がある。これは、無彩色であるブラック色相を再現するためには、ライ
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トブルーに対して補色関係にあるイエローを混ぜなければならないためである。
【００１１】
　ここで、特許文献１におけるグレーインクの代わりにライトブルーインクを用いるとす
る。そうすると、ライトブルーインクは１つ目のグループに、イエローインクは２つ目の
グループに属することになる。特許文献１の色間処理では、グループ内では各色のインク
が重畳して付与されることを抑制することができるが、グループ間ではある程度インクが
重畳して付与されてしまう。そのため、ライトブルーインクとイエローインクを多量に使
用するブラック色相の低階調領域において、ライトブルーインクとイエローインクが同じ
画素領域に重畳して付与されてしまい、粒状感が目立ち易くなってしまうのである。
【００１２】
　なお、ここではイエローインクとライトブルーインクを用いる場合について説明したが
、ある基本色インクと、その基本色インクと補色関係にある色相を有するインクと、を用
いる場合においては、同様の課題は発生し得る。例えば、シアンインクとライトレッドイ
ンクを用いる場合や、マゼンタインクとライトグリーンインクを用いる場合においても生
じ得る。
【００１３】
　本発明は上記の課題を鑑みて為されたものであり、ある色材と、その色材と補色関係に
ある色相を有する色材と、を用いて画像を記録する場合に、ブラック色相の低階調領域の
画像の粒状感を抑えることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　そこで、本発明は、第１の色材と、前記第１の色材の色と補色関係にある色相を有する
第２の色材と、前記第１、第２の色材よりも低い明度を有する第３の色材と、を少なくと
も含む複数の色材を用いて記録媒体上に画像を記録するために、前記画像に対応する画像
データを処理する画像処理装置であって、前記画像データを取得する取得手段と、前記画
像データを前記複数の色材に対応する色材データに変換する変換手段と、前記色材データ
を量子化し、前記複数の色材の記録に用いる記録データを生成する生成手段と、を有し、
前記変換手段は、前記取得手段が無彩色であり、且つ、色再現のための階調範囲の中間の
階調以下の階調を有する色を示す前記画像データを取得した場合、前記第１の色材の記録
量と前記第２の色材の記録量が前記複数の色材のうちの前記第１、第２の色材と異なる色
材の記録量よりも多くなるように、前記画像データを前記色材データに変換し、前記生成
手段は、前記第３の色材に対応する色材データと、各画素に対して色材の記録または非記
録を定めるための閾値が定められた第１の閾値マトリクスと、のみに基づいて、前記第３
の色材に対応する記録データを生成し、前記第１の色材に対応する色材データと、前記第
１の閾値マトリクスと、前記第３の色材に対応する色材データと、に基づいて、前記第１
の色材に対応する記録データを生成し、前記第２の色材に対応する色材データと、各画素
に対して色材の記録または非記録を定めるための閾値が定められた第２の閾値マトリクス
と、に基づいて、前記第２の色材に対応する記録データを生成し、前記第１の色材の記録
が定められる画素と前記第２の色材の記録が定められる画素が互いに異なる位置となるよ
うに、前記第１の色材に対応する記録データ及び前記第２の色材に対応する記録データを
生成することを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る画像処理装置によれば、ある色材と、その色材と補色関係にある色相を有
する色材と、を用いて画像を記録する場合に、ブラック色相の低階調領域の画像の粒状感
を抑える低減した記録を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態における記録装置の内部構成を示す図である。
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【図２】実施形態における記録ヘッドの斜視図である。
【図３】実施形態における記録ヘッド内の吐出口形成面を示す図である。
【図４】実施形態における記録制御系を示す図である。
【図５】実施形態における画像処理の過程を説明するための図である。
【図６】実施形態における各濃度階調におけるインク記録率を示す図である。
【図７】実施形態における量子化処理を説明するための図である。
【図８】実施形態における閾値マトリクスを説明するための図である。
【図９】実施形態における色間処理を説明するための図である。
【図１０】実施形態における量子化結果を説明するための図である。
【図１１】実施形態における量子化結果を説明するための図である。
【図１２】実施形態における量子化結果を説明するための図である。
【図１３】実施形態における量子化結果を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　（第１の実施形態）
　図１は本実施形態におけるインクジェット記録装置（以下、記録装置とも称する）の内
部構成を示す図である。なお、図１（ａ）は記録装置の上面図を、図１（ｂ）は記録装置
の側断面図をそれぞれ示している。
【００１８】
　記録装置内に供給された記録媒体Ｐは、搬送ローラ２０６とピンチローラ２０７による
第１ローラ対、および排出ローラ２０４と拍車２０５による第２ローラ対に挟持された状
態で、これらの回転に伴って＋Ｙ方向（搬送方向）に搬送される。第１、第２ローラ対の
間には、記録ヘッド１０３を搭載しながらＸ方向（走査方向）に往復移動が可能なキャリ
ッジ２０８が設けられている。キャリッジ２０８は、ガイドシャフト２０９に案内支持さ
れており、キャリッジ２０８および記録ヘッド１０３がＸ方向に移動する間に、記録ヘッ
ド１０３から後述する記録データにしたがってインクが－Ｚ方向に吐出される。このイン
クの吐出を伴う記録ヘッド１０３の移動が行われた後、搬送ローラ２０６および排出ロー
ラ２０４が回転し、記録媒体を＋Ｙ方向に搬送する。このようなインクの吐出を伴う記録
ヘッド１０３の移動と記録媒体Ｐの搬送を交互に繰り返すことにより、記録媒体Ｐに段階
的に画像が形成されていく。なお、記録ヘッド１０３によって記録される領域にある記録
媒体Ｐは、プラテン２１０によってその背面から支持され、記録面が平滑に保たれている
。
【００１９】
　記録ヘッド１０３には、各色の色材を含有する各色のインクを供給するためのインクタ
ンクが搭載されている。記録ヘッド１０３のメンテナンス処理を行うとき、キャリッジ２
０８はホームポジションＨに移動する。ホームポジションＨには、記録ヘッド１０３に対
する吸引処理、ワイピング処理、予備吐出処理を行うための様々な機構が配備されている
。
【００２０】
　（記録ヘッド）
　図２は記録ヘッド１０３の吐出口形成部を示す拡大図である。
【００２１】
　本実施形態における記録ヘッド１０３には、インクタンクに接続される共通液室２１が
合計８つ形成されており、１つの共通液室２１には１つの吐出口列群ＬＧが形成されてい
る。そして、各吐出口列群ＬＧは複数の吐出口列から構成されており、それらの吐出口列
に配置された吐出口の径（吐出口径）は吐出口列群ごとに異なっている。
【００２２】
　それぞれの吐出口は、共通液室２１を形成する部材（以下、共通液室形成部材とも称す
る）に接続されたノズルプレートに開口している。共通液室形成部材には、各吐出口に対
向する位置に電気熱変換素子（以下、記録素子、ヒータとも称する）が配置されている。



(9) JP 6869848 B2 2021.5.12

10

20

30

40

50

【００２３】
　各吐出口列群ＬＧについて以下に詳細に説明する。
【００２４】
　１．イエローインクの吐出口列群
　本実施形態における記録ヘッド１０３には、イエローインクの吐出口列群が１つだけ設
けられている（ＬＧ（Ｙ））。このイエローインクの吐出口列群ＬＧ（Ｙ）は、２つの吐
出口列から構成されている。
【００２５】
　図３（ａ）はイエローインクの吐出口列群ＬＧ（Ｙ）の詳細を示す図である。
　イエローインクの吐出口列群ＬＧ（Ｙ）においては、共通液室２１の両側に吐出口の直
径が約１６μｍであって、吐出されるインク滴のサイズが約５ｐｌと比較的大きい吐出口
２２を有する２つの吐出口列が設けられている。これらの吐出口列には、それぞれ２６４
個の吐出口２２が６００ｄｐｉ（約４２．３μｍ）の間隔でＹ方向に配列されている。ま
た、これらの吐出口列はＹ方向に互いに１２００ｄｐｉ（約２１．２μｍ）の間隔だけず
れて配置されている。
【００２６】
　また、上述のように吐出口２２と対向する位置にはヒータ２８が設けられている。更に
、ヒータ２８を囲むようにして発泡室２５が設けられており、発泡室２５と共通液室２１
との間を接続するようにしてインク流路２６が設けられているである。また、インク中の
異物がインク流路２６内に入ることを阻止するために異物阻害柱２７が設けられている。
なお、これらのヒータ２８、発泡室２５、インク流路２６、異物阻害柱２７の構成は他の
吐出口列群においても同様であるため、以降は説明を省略する。
【００２７】
　２．ブラックインク、シアンインク、マゼンタインクの吐出口列群
　本実施形態における記録ヘッド１０３には、ブラックインクの吐出口列群が２つ設けら
れている（ＬＧ（Ｋ１）、ＬＧ（Ｋ２））。これらのブラックインクの吐出口列群ＬＧ（
Ｋ１）、ＬＧ（Ｋ２）は、それぞれ２つの吐出口列から構成されている。
【００２８】
　図３（ｂ）はブラックインクの吐出口列群ＬＧ（Ｋ１）の詳細を示す図である。
【００２９】
　ブラックインクの吐出口列群ＬＧ（Ｋ１）においては、共通液室２１の一方側（左側）
に吐出口の直径が約１６μｍであって、吐出されるインク滴のサイズが約５ｐｌと比較的
大きい吐出口２２を有する１つの吐出口列が設けられている。また、共通液室２１の他方
側（右側）には吐出口の直径が約１２μｍであって、吐出されるインク滴のサイズが約２
ｐｌと中程度の吐出口２４を有する１つの吐出口列が設けられている。これらの吐出口列
には、それぞれ２６４個の吐出口２２、２４が６００ｄｐｉ（約４２．３μｍ）の間隔で
Ｙ方向に配列されている。また、これらの吐出口列はＹ方向に互いに１２００ｄｐｉ（約
２１．２μｍ）の間隔だけずれて配置されている。
【００３０】
　なお、ブラックインクの吐出口列群ＬＧ（Ｋ２）もまた、吐出口列群ＬＧ（Ｋ１）と同
様に吐出口の直径が約１６μｍの吐出口列と吐出口の直径が約１２μｍの吐出口列を有し
ている。但し、２つの吐出口列群ＬＧ（Ｋ１）、ＬＧ（Ｋ２）は、それぞれに配置された
２つの吐出口列のＸ方向における配置が逆である点で異なっている。また、吐出口列群Ｌ
Ｇ（Ｋ１）、ＬＧ（Ｋ２）内の同じ直径の吐出口を有する２つの吐出口列は、Ｙ方向に互
いに１２００ｄｐｉ（約２１．２μｍ）の間隔だけずれた位置となるように設けられてい
る。
【００３１】
　なお、シアンインクの吐出口列群ＬＧ（Ｃ１）とマゼンタインクの吐出口列ＬＧ（Ｍ１
）は、それぞれブラックインクの吐出口列群ＬＧ（Ｋ１）と同じ構成を有している。また
、シアンインクの吐出口列群ＬＧ（Ｃ２）とマゼンタインクの吐出口列ＬＧ（Ｍ２）は、
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それぞれブラックインクの吐出口列群ＬＧ（Ｋ２）と同じ構成を有している。
【００３２】
　３．ライトブルーインクの吐出口列群
　本実施形態における記録ヘッド１０３には、ライトブルーインクの吐出口列群が１つ設
けられている（ＬＧ（ＬＢ））。このライトブルーインクの吐出口列群ＬＧ（ＬＢ）は４
つの吐出口列から構成されている。
【００３３】
　図３（ｃ）はライトブルーインクの吐出口列群ＬＧ（ＬＢ）の詳細を示す図である。
　図３（ｃ）に示すように、ライトブルーインクの吐出口列群ＬＧ（ＬＢ）においては、
共通液室２１の一方側（左側）には２つの吐出口列が設けられている。ひとつは吐出口の
直径が約１２μｍであって、吐出されるインク滴のサイズが約２ｐｌと中程度の吐出口２
４を有する吐出口列であって、より共通液室２１に近い位置に設けられている。もうひと
つは吐出口の直径が約９μｍであって、吐出されるインク滴のサイズが約１ｐｌと比較的
小さい吐出口２３を有する吐出口列であって、共通液室２１から遠い位置に設けられてい
る。共通液室２１の他方側（右側）についても同様であり、吐出口の直径が約１２μｍの
吐出口列と吐出口の直径が約９μｍの吐出口列の２つが設けられている。このように、ラ
イトブルーインクの吐出口列群には吐出口の直径が約１２μｍの吐出口列が２つ、吐出口
の直径が約９μｍの吐出口列が２つ、合計４つの吐出口列が設けられている。
【００３４】
　これらの吐出口列には、それぞれ２６４個の吐出口２３、２４が６００ｄｐｉ（約４２
．３μｍ）の間隔でＹ方向に配列されている。また、共通液室２１に対して同じ側に位置
する２つの吐出口列（吐出口の直径が約１６μｍの吐出口列と吐出口の直径が約１２μｍ
の吐出口列）は、Ｙ方向に１２００ｄｐｉ（約１０．６μｍ）の間隔だけずれて配置され
ている。
【００３５】
　４．チップ内の吐出口列群の配置順序
　図２に示すように、本実施形態における記録ヘッド１０３は、上述した各吐出口列群が
、左側からシアンインクの吐出口列群ＬＧ（Ｃ１）、マゼンタインクの吐出口列群ＬＧ（
Ｍ１）、ライトブルーインクの吐出口列群ＬＧ（ＬＢ）、ブラックインクの吐出口列群Ｌ
Ｇ（Ｋ１）、イエローインクの吐出口列群ＬＧ（Ｙ）、ブラックインクの吐出口列群ＬＧ
（Ｋ２）、マゼンタインクの吐出口列群ＬＧ（Ｍ２）、シアンインクの吐出口列群ＬＧ（
Ｃ２）の順序で各吐出口列群が配置されることで構成されている。
【００３６】
　（記録制御系）
　図４は本実施形態における記録装置１内の記録制御系の概略構成を示すブロック図であ
る。主制御部３００は、演算、選択、判別、制御などの処理動作、記録動作を実行するＣ
ＰＵ３０１と、ＣＰＵ３０１によって実行すべき制御プログラム等を格納するＲＯＭ３０
２と、記録データのバッファ等として用いられるＲＡＭ３０３、および入出力ポート３０
４等を備えている。メモリ３１３には、画像データやマスクパターン、量子化パターン等
が格納されている。そして、入出力ポート３０４には、搬送モータ（ＬＦモータ）３０９
、キャリッジモータ（ＣＲモータ）３１０、記録ヘッド１０３におけるアクチュエータな
どの各駆動回路３０５、３０６、３０７が接続されている。さらに、主制御部３００はイ
ンターフェイス回路３１１を介してホストコンピュータであるＰＣ３１２に接続されてい
る。
【００３７】
　（画像処理）
　図５は、本実施形態における画像データの処理を説明するためフローチャートである。
本処理は、主制御部３００に備えられたＣＰＵ３０１が、ＲＯＭ３０２に記憶されたプロ
グラムに従って実行する。図５において、ホストコンピュータ３１より注目画素の画像デ
ータが入力されると（ステップＳ２００）、主制御部３００は、まずステップＳ２０１に
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おいて色補正を実行する。ここで、ホストコンピュータ３１２から入力された画像データ
は、ｓＲＧＢ等の規格化された色空間を表現するための、Ｒ（レッド）、Ｇ（グリーン）
およびＢ（ブルー）の８ｂｉｔ輝度データである。ステップＳ２０１では、これら輝度デ
ータを記録装置固有の色空間に対応するＲＧＢ１２ｂｉｔの輝度データに変換する。信号
値を変換する方法は、予めＲＯＭなどに格納されたルックアップテーブル（ＬＵＴ）を参
照する等の公知の方法を採用することが出来る。
【００３８】
　ステップＳ２０２において、主制御部３００は、変換後のＲＧＢデータを記録装置のイ
ンク色である、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）、Ｂｋ（ブラック）、Ｌ
Ｂ（ライトブルー）それぞれの１６ｂｉｔ階調データ（色材データ、インクデータ）に分
解する。インク色分解処理においても、色補正処理と同様、予めＲＯＭなどに格納された
ルックアップテーブル（ＬＵＴ）を参照することが出来る。このインク色分解処理の一例
については後に詳細に説明する。
【００３９】
　ステップＳ２０３において、主制御部３００は、インク色のそれぞれに対応する１６ｂ
ｉｔ階調データに対し所定の量子化処理を行い、１ｂｉｔの記録データに変換するこの量
子化処理については、後に詳細に説明する。この後、記録データを記録に用いるデータと
して出力する（ステップＳ２０４）。以上で図５に示す画像処理が終了する。
【００４０】
　なお、以上ではＳ２００～Ｓ２０４の処理のすべてを記録装置１内のＣＰＵ３０１が実
行する形態について記載したが、他の形態による実施も可能である。例えば、Ｓ２００～
Ｓ２０５の処理のすべてをホストコンピュータ３１２が実行する形態であっても良い。ま
た、例えばインク色分解処理（Ｓ２０２）までをホストコンピュータ３１２が、量子化処
理（Ｓ２０３）以降を記録装置１が実行する形態であっても良い。
【００４１】
　（インク色分解処理）
　本実施形態において、ホワイトからグレーを通りブラックまでの各階調、所謂グレーラ
イン上の各色を再現する場合におけるインク色分解処理について詳細に説明する。
【００４２】
　図６は本実施形態におけるインク色分解処理の結果、上述のグレーラインを再現するた
めに使用される各色インクの記録率を示している。図６では、縦軸が各色のインクの記録
率を、横軸は色再現のための階調範囲であり、グレーライン上の各色に対応するＲＧＢ値
で階調を示している。なお、インクの記録率は、全画素に１回ずつインクが付与された場
合の記録量に対する、インクの実際の記録量の比率にて定義される。また、ここではグレ
ーライン、すなわちブラック色相のＲＧＢデータについて示しているため、各階調におい
てＲ値、Ｇ値、Ｂ値は互いに同じ値となる。例えば、横軸の左端の階調はホワイトに対応
しており、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５５）となる。一方、右端の階調はブ
ラックに対応しており、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（０，０，０）となる。また、階調範囲におけ
る中間（中央）の階調はグレーに対応しており、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１２８，１２８，１
２８）となり、このときに再現される濃度を中間濃度と呼ぶ。
【００４３】
　図６からわかるように、本実施形態ではブラック色相の低階調領域（ホワイトからグレ
ーまで）については、ライトブルー、イエローインクの使用量が多くなり、シアン、マゼ
ンタ、ブラックインクについては殆ど用いない。低階調領域においては低明度のインクの
ドットを少量だけ形成するより、高明度のインクを多量に形成した方が、記録媒体の被覆
面積を大きくし、粒状感を目立ちにくくすることができる。そのため、低階調領域におい
ては淡色インクであるライトブルーインクを多く用いる。
【００４４】
　一方、ライトブルーインクはブルー色相を有するため、ライトブルーインクだけでは無
彩色であるブラック色相は再現できない。したがって、本実施形態ではブルー色相と補色
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関係にある色相を有するイエローインクをライトブルーインクとともに用い、ブラック色
相を再現する。
【００４５】
　一方、ブラック色相の高階調領域（グレーからブラックまで）については、他のインク
もある程度用いるが、階調が高くなるにつれてブラックインクの使用量が多くなる。高階
調領域では既に多量のインクが付与されており記録媒体上に紙白部分が殆どないため、低
明度のインクのドットを形成しても粒状感はそれ程目立たない。また、高明度のインクの
みでは濃度が足りず、高階調領域を再現することができない。したがって、高階調領域で
は低明度のブラックインクを多く使用するのである。
【００４６】
　（量子化処理）
　図６を用いて説明したように、グレーインクを用いずにライトブルーインクを用いて記
録を行う場合、グレーライン上の低階調領域の画像を記録するときにはライトブルーイン
クとイエローインクを主に用いることになる。そのため、ライトブルーインクとイエロー
インクが同じ画素領域に吐出されるように量子化処理を行うと、ライトブルーインクとイ
エローインクが重畳し、粒状感が低下してしまう。
【００４７】
　この点を鑑み、本実施形態では、ライトブルーインクとイエローインクが異なる画素領
域に吐出されるように量子化処理を実行する。
【００４８】
　図７は本実施形態において実行される量子化処理の詳細を説明するための図である。本
実施形態おける量子化処理では、まずシアン、マゼンタ、イエロー、ブラック、ライトブ
ルー各色に対応する色材データの入力値に関する処理が施され、次に閾値に関する処理が
施され、最後にディザ法による量子化処理が施される。これら一連の処理は色毎（チャン
ネル毎）に並列処理される。以下、図７を参照しながら詳細に説明する。
【００４９】
　色材データ取得部３５１は、複数の画素それぞれにおける階調を示す１２ｂｉｔ（４５
６階調）の色材データを取得する。本実施形態の色材データ取得部３５１は、最大１２ｂ
ｉｔの信号を８色分受信することができるものとする。ここでは、シアン、マゼンタ、イ
エロー、ブラック、ライトブルーの５色分の１２ｂｉｔデータが入力される状態を示して
いる。
【００５０】
　次にディザ処理部３５９において、上記の５色分の１２ｂｉｔデータのうち、量子化す
べき１２ｂｉｔデータ（以下、処理対象データと称する）はそのまま量子化処理部３５６
に送信される。
【００５１】
　一方、処理対象データ以外の色の１２ｂｉｔデータのうち、特定の色の１２ｂｉｔデー
タは、参照データとして色間処理部３５４に入力される。ここで、各色の処理対象データ
においていずれの色のデータを参照データとするかは予め定められている。この点につい
ては後に詳細に説明する。
【００５２】
　そして、色間処理部３５４では、閾値マトリクス９０１～９０３から閾値取得部３５５
が取得した各画素における閾値に対し、参照データに基づいて色間処理を施して最終的な
閾値を決定し、これを量子化処理部３５６に送信する。この色間処理と閾値マトリクス９
０１～９０３については後に詳細に説明する。
【００５３】
　その後、量子化処理部３５６において、画素ごとに処理対象データを色間処理部３５４
より入力された閾値と比較し、処理対象データの値の方が閾値以上の場合には処理対象デ
ータに対応するインクの吐出（色材の記録）を、処理対象データの値の方が閾値よりも小
さい場合には処理対処データに対応するインクの非吐出（色材の非記録）を、それぞれの
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画素について決定し、その結果生成された２値のデータを量子化結果出力部３５７に送信
する。そして、インク色ごとに量子化処理部３５６での各画素に対する量子化結果をまと
め、記録データとして量子化結果出力部３５７より送信する。
【００５４】
　（閾値マトリクス）
　本実施形態では、３つの閾値マトリクスを用いて量子化処理を実行する。
【００５５】
　図８（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、それぞれ本実施形態で用いる第１の閾値マトリクス９
０１、第２の閾値マトリクス９０２、第３の閾値マトリクス９０３を示す図である。なお
、ここでは簡単のため、各閾値マトリクス９０１～９０３内の１０画素×１０画素からな
る領域を示しているが、実際には５１２画素×５１２画素のサイズを有している。
【００５６】
　各閾値マトリクス９０１～９０３の各画素には、１～４０９５の閾値のいずれかが定め
られている。また、これらの１～４０９５の閾値は、１つの閾値マトリクス内でほぼ同じ
数だけ配置されている。
【００５７】
　ここで、図８（ａ）に示す第１の閾値マトリクス９０１は、ブルーノイズ特性を有する
ように各閾値が配置されている。具体的には、１～５１２の閾値が定められた画素、すな
わち色材データの階調値が低くとも記録データにおいてインクの吐出（１）が定められ易
い画素において、分散性が高くなるように、第１の閾値マトリクス９０１内の各画素に閾
値が配置されている。なお、ここでは１～４０９５の閾値のうち１～５１２の閾値が定め
られた画素の分散性が高くなるよう配置されていることをブルーノイズ特性を有すると称
したが、他の範囲の閾値の分散性が高くなるよう配置されていても良い。例えば１～１０
２４の閾値が定められた画素の分散性が高くなるよう配置されていることをブルーノイズ
特性を有すると称しても良い。
【００５８】
　また、図８（ｃ）に示す第３の閾値マトリクス９０３についても、同じくブルーノイズ
特性を有するように各閾値が配置されている。但し、第３の閾値マトリクス９０３におけ
る閾値の配置は、第１の閾値マトリクス９０１における閾値の配置と異なるものとなって
いる。
【００５９】
　一方、図８（ｂ）に示す第２の閾値マトリクス９０２は、各画素において、第１の閾値
マトリクス９０１での閾値と第２の閾値マトリクス９０２の閾値の和が固定値（＝４０９
６）となるよう、各画素に閾値が配置されている。例えば、第１の閾値マトリクス９０１
の最も左上の画素の閾値は２５０４、第２の閾値マトリクス９０２の最も左上の画素の閾
値は１５９２であり、和は４０９６である。つまり、各画素について、固定値（４０９６
）から第１の閾値マトリクス９０１の閾値を差し引くことで、第２の閾値マトリクス９０
２の閾値を決定している。以降の説明では簡単のため、上記の関係を、第２の閾値マトリ
クスは第１の閾値マトリクスを反転した閾値マトリクスであるとして称する。
【００６０】
　閾値取得部３５５では、これらの閾値マトリクス９０１～９０３から各画素における閾
値を取得する。
【００６１】
　（色間処理）
　本実施形態で実行する色間処理の詳細について説明する。
【００６２】
　図９（ａ）は色間処理部３５４の詳細を示す図である。また、図９（ｂ）は本実施形態
における制御プログラムが実行する色間処理のフローチャートである。
【００６３】
　図９（ａ）に示すように、色間処理部３５４は、閾値オフセット量算出部３６０と閾値
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おける、処理対象データの値をＩｎ＿Ｔａｇ（ｘ、ｙ）、参照データの値をＩｎ＿Ｒｅｆ
（ｘ、ｙ）、色間処理前の閾値マトリクスの閾値をＤｔｈ（ｘ、ｙ）、色間処理後の閾値
マトリクスの閾値をＤｔｈ´（ｘ、ｙ）、後述するオフセット量をＯｆｓ（ｘ、ｙ）と称
する。
【００６４】
　量子化処理部３５６で処理対象データＩｎ＿Ｔａｇを量子化する際、参照データＩｎ＿
Ｒｅｆを取得し（Ｓ４０１）、その参照データＩｎ＿Ｒｅｆに基づいて閾値オフセット量
算出部３６０にて閾値マトリクス内の閾値をオフセットさせるオフセット量Ｏｆｓを算出
する（Ｓ４０２）。ここで、各画素におけるオフセット量Ｏｆｓ（ｘ、ｙ）は［式１］で
算出される。
　　Ｏｆｓ（ｘ、ｙ）＝ΣＩｎ＿Ｔａｇ（ｘ、ｙ）　　　［式１］
【００６５】
　参照データＩｎ＿Ｒｅｆは処理対象データＩｎ＿Ｔａｇの色によって複数色分のデータ
となることがある。［式１］におけるΣは、複数色分の参照データＩｎ＿Ｒｅｆがある場
合にそれらの和をとることを示している。参照データＩｎ＿Ｒｅｆが１色分しかなければ
Ｏｆｓ（ｘ、ｙ）＝Ｉｎ＿Ｔａｇ（ｘ、ｙ）となるし、参照データＩｎ＿Ｒｅｆがそもそ
も存在しない（参照データがｎｕｌｌである）場合にはＯｆｓ（ｘ、ｙ）＝０となる。
【００６６】
　［式１］にしたがって各色分の処理対象データＩｎ＿Ｔａｇについてオフセット量が算
出されると、次に閾値取得部３５５で色間処理前の閾値マトリクスの閾値Ｄｔｈを取得し
（Ｓ４０３）、その後閾値オフセット量反映部３６１において、閾値Ｄｔｈに対して閾値
オフセット量算出部で算出されたオフセット量Ｏｆｓを反映する処理を行い、色間処理後
の閾値マトリクスの閾値Ｄｔｈ´を生成する（Ｓ４０４）。ここで、各画素における色間
処理後の閾値マトリクスの閾値Ｄｔｈ´（ｘ、ｙ）は［式２］で算出される。
　　Ｄｔｈ´（ｘ、ｙ）＝Ｄｔｈ（ｘ、ｙ）－Ｏｆｓ（ｘ、ｙ）
【００６７】
　このとき、［式２］で算出された色間処理後の閾値マトリクスの閾値Ｄｔｈ´（ｘ、ｙ
）が負の値となった場合には、下記の［式３］で色間処理後の閾値マトリクスの閾値Ｄｔ
ｈ´（ｘ、ｙ）を更新する。
　　Ｄｔｈ´（ｘ、ｙ）＝Ｄｔｈ´（ｘ、ｙ）＋Ｄｔｈ＿Ｍａｘ
【００６８】
　［式３］において、左辺のＤｔｈ´（ｘ、ｙ）が更新後の閾値マトリクスの閾値を、右
辺のＤｔｈ´（ｘ、ｙ）が更新後の閾値マトリクスの閾値をそれぞれ示している。また、
Ｄｔｈ＿Ｍａｘは閾値マトリクス内での閾値の最大値であり、本実施形態で用いる閾値マ
トリクス９０１～９０３においてはＤｔｈ＿Ｍａｘ＝４０９５である。
【００６９】
　［式２］、［式３］によって色間処理後の閾値マトリクスの閾値Ｄｔｈ´（ｘ、ｙ）が
算出されると、量子化処理部３５６にて、処理対象データに対して色間処理後の閾値マト
リクスを適用し、量子化が行われ、各画素に対するインクの吐出（１）または非吐出（０
）が決定される。以上のようにして記録データが生成される（Ｓ４０５）。
【００７０】
　（処理対象データ、閾値マトリクス、参照データの組み合わせ）
　本実施形態における各色のインクの処理対象データにおいて、用いる閾値マトリクスと
選択する参照データの組み合わせを［表１］に示す。
【００７１】
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【表１】

【００７２】
　［表１］からわかるように、ブラック、シアンの処理対象データＩｎ＿Ｔａｇについて
は、第３の閾値マトリクス９０３を共通に用いて量子化を行う。
【００７３】
　但し、ブラックについては参照データを用いない（ｎｕｌｌとする）のに対し、シアン
についてはブラックを参照データとする。したがって、まず、ブラックインクについては
、ブラックの処理対象データＩｎ＿Ｔａｇの値によるが、第３の閾値マトリクス９０３の
中の低い閾値が定められた画素から順番にブラックインクの吐出を定めるような記録デー
タが生成される。ここで、第３の閾値マトリクス９０３はブルーノイズ特性を有している
ため、ブラックインクが吐出される画素の分散性は高くなる。
【００７４】
　そして、シアンインクについては、ブラックの参照データＩｎ＿Ｒｅｆをオフセット量
Ｏｆｓとし、［式２］、［式３］に基づいて第３の閾値マトリクス９０３にオフセット量
Ｏｆｓを反映する。ここで、シアン、ブラックには第３の閾値マトリクス９０３を共通に
用いている。そのため、［式２］によって算出された閾値Ｄｔｈ´が負の値となるのは、
オフセット量Ｏｆｓであるブラックの参照データＩｎ＿Ｒｅｆが第３の閾値マトリクス９
０３の閾値Ｄｔｈよりも大きい場合、すなわちブラックインクの記録データで吐出が定め
られた画素である。上述したように、［式２］によって算出された閾値Ｄｔｈ´が負の値
となると、［式３］に基づいてＤｔｈ＿Ｍａｘが加算され、色間処理後の閾値マトリクス
の閾値Ｄｔｈ´は大きくなる。そのため、シアンインクは、その閾値Ｄｔｈ´が定められ
た画素にはインクの非吐出を定め易くなる。つまり、シアンインクとブラックインクを排
他的な画素に吐出することが可能となる。
【００７５】
　このように、ブラック、シアンで共通の閾値マトリクスを用い、色間処理を行うことに
より、ブラックについては分散性を高くして記録することができる。更に、シアンについ
ては、ブラックに比べれば分散性は多少低くなるものの、ブラックと排他的な画素にイン
クを吐出することができる。
【００７６】
　また、［表１］からわかるように、マゼンタ、ライトブルーの処理対象データＩｎ＿Ｔ
ａｇについては、第１の閾値マトリクス９０１を共通に用い、マゼンタについては参照デ
ータを用いず、ライトブルーについてはマゼンタを参照データとして量子化を行う。した
がって、上述したブラック、シアンの処理対象データＩｎ＿Ｔａｇを量子化する場合と同
様に、マゼンタについては分散性を高くし、ライトブルーについてはマゼンタと排他的な
画素にインクを吐出することができる。
【００７７】
　更に、［式１］からわかるように、イエローの処理対象データＩｎ＿Ｔａｇについては
、第２の閾値マトリクス９０２を用い、且つ、参照データは用いずに量子化を行う。ここ
で、上述したように、第２の閾値マトリクス９０２は第１の閾値マトリクス９０１を反転
したものである。そのため、第１の閾値マトリクス９０１にて低い閾値が定められていた
画素に対し、第２の閾値マトリクス９０２では高い閾値が定められている。そのため、第
１の閾値マトリクス９０１を用いて量子化を行ったマゼンタ、ライトブルーに対応する記
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録データにてインクの吐出が定められていない画素に対し、イエローインクの吐出を定め
るような記録データが生成される。したがって、イエローについては、マゼンタ、ライト
ブルーと排他的な画素にインクを吐出することができる。
【００７８】
　ここで、［表１］のように各色のインクの処理対象データに対する閾値マトリクスと参
照データの組み合わせを定めた理由について、以下に詳細に説明する。
【００７９】
　１．色間処理の組み合わせ
　ブラックとシアンの組み合わせ、およびマゼンタとライトブルーの組み合わせにおいて
同じ閾値マトリクスを用いて色間処理を行った理由は、上述したように、各組み合わせに
おいて排他的な画素にインクを吐出するためである。
【００８０】
　基本色であり、明度が低いブラックとシアンは特に高階調領域において同時に使用する
（ブラックとシアンの両方を吐出して記録を行う）ことが多い。したがって、ブラックと
シアンに色間処理を行い、排他的な画素に各インクを付与することにより、高階調領域に
おける粒状感を低減する。また、ブルーはマゼンタとシアンの中間色相であるため、マゼ
ンタとライトブルーは特にマゼンタ寄りのブルー色相において同時に使用することが多い
。そのため、マゼンタとライトブルーについても色間処理を行い、マゼンタ寄りのブルー
色相における粒状感を低減する。
【００８１】
　２．色間処理の順序
　上述のように、ブラックとシアンの色間処理において、ブラックは参照データを用いず
に量子化を行い（以降簡単のため先に量子化を行う、とも称する）、シアンはブラックを
参照データとして量子化を行う（以降簡単のため後に量子化を行う、とも称する）。同様
に、マゼンタとライトブルーの色間処理において、マゼンタは先に量子化を行い、ライト
ブルーは後に量子化を行う。これは、明度が低いインクの方が分散性が低くなった際の画
質低下の影響が大きいためである。
【００８２】
　先に量子化を行う方は、閾値マトリクス内の低い閾値が定められた画素から順番にイン
クの吐出が定められる。本実施形態で用いる閾値マトリクス９０１、９０３はブルーノイ
ズ特性を有するため、低い閾値が定められた画素については分散性が高くなるよう定めら
れている。したがって、先に量子化を行う方は分散性を高くすることができる。
【００８３】
　一方、後に量子化を行う方は、先に量子化を行う方にてインクの吐出が定められた画素
を除いた上で、低い閾値が定められた画素から順番にインクの吐出が定められる。後に量
子化を行う方においても、基本的には低い閾値が定められた画素がインクの吐出が定めら
れるため、ある程度分散性は高くできる。しかし、例えば０～１０等、閾値マトリクス内
の最も低い範囲の閾値が定められた画素は先に量子化を行う方でインクの吐出が定められ
るため、先に量子化を行う方の色材データの値によるが、後に量子化を行う方では基本的
にインクの非吐出が定められることになる。その分、後に量子化を行う方は、先に量子化
を行う方に比べると分散性は低くなる。
【００８４】
　ここで、記録媒体上にインクを付与した際のドットは、明度が低いほど視認され易い。
そのため、明度が高いインクに比べて明度が低いインクでは分散性が低くなったときの画
質低下が目立ち易くなる。したがって、明度が低い方、具体的にはブラック、シアンの中
ではブラックを、マゼンタ、ライトブルーの中ではマゼンタを先に量子化を行う方に設定
し、画質低下を抑制する。
【００８５】
　３．イエローインク
　ライトブルーインクを用いる場合、ブラック色相の低階調領域を記録するときに、ブル
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ーと補色関係にあるイエローのインクを用いる必要がある。したがって、図６を用いて説
明したように、ブラック色相の低階調領域ではライトブルーとシアンのインクを他の組み
合わせのインクよりも多量に使用することになる。そのため、ライトブルーインクとシア
ンインクについては、同じ画素に重畳して付与されると、ブラック色相の低階調領域にお
いて粒状感が目立ち易くなり、画質低下が生じる。
【００８６】
　そこで本実施形態では、イエローインクについては、ライトブルーインクに対して用い
た第１の閾値マトリクス９０１を反転した第２の閾値マトリクス９０２を用い、量子化を
行う。そのため、イエローインクはライトブルーインクが吐出される画素と異なる画素に
吐出され易くなる。したがって、ブラック色相の低階調領域においてイエローインクとラ
イトブルーインクが重畳して付与されることに由来する粒状感を低下させることが可能と
なる。
【００８７】
　（処理対象データの量子化結果）
　本実施形態における色間処理を伴う量子化を行った際の量子化結果について以下に詳細
に説明する。
【００８８】
　図１０は図６の第１の階調（Ｒ，Ｇ，Ｂ＝１６０，１６０，１６０）に対応する各色の
色材データに対し、本実施形態における色間処理を伴う量子化を行った際のマゼンタ、ラ
イトブルー、イエローが吐出される画素を説明するための図である。なお、図１０の矢印
方向は第１の閾値マトリクス９０１内の閾値に対応しており、各目盛は５％のインク記録
率に対応しており、目盛は２０個示している。したがって、第１の閾値マトリクス９０１
内の閾値の最大値は４０９６であるので、１目盛は約２０５（＝４０９６／２０）の閾値
範囲に対応している。このうち、黒く塗り潰された領域が対応するインクが付与される画
素を示している。例えば、マゼンタについては左端から２目盛分の領域において黒く塗り
潰されているが、これは第１の閾値マトリクス９０１内の０～４１０（＝４０９６×２／
２０）の閾値が定められた画素に対してマゼンタインクの吐出を定める記録データが生成
されることを意味している。
【００８９】
　図６に示すように、ブラック色相の第１の階調における各色のインクの記録率は、ブラ
ックが０％、シアン、マゼンタが１０％、イエローが３５％、ライトブルーが４５％程度
である。このとき、マゼンタ、ライトブルー、イエローのインクが吐出される画素は、図
１０のようになる。
【００９０】
　まず、マゼンタについては、第１の閾値マトリクス９０１を用い、且つ、参照データＩ
ｎ＿Ｒｅｆは用いずに量子化を行う。ここで、マゼンタの記録率は１０％であるため、第
１の閾値マトリクス９０１のうちの１～４１０の閾値が定められた画素に対してインクの
吐出を定めるように、マゼンタの記録データが生成される。ここで、４１０の閾値は１０
（＝４１０／４０９６×１００）％の記録率に対応している。
【００９１】
　次に、ライトブルーについては、第１の閾値マトリクス９０１を用い、且つ、マゼンタ
のデータを参照データＩｎ＿Ｒｅｆとして用いて量子化を行う。したがって、第１の閾値
マトリクス９０１を参照データＩｎ＿Ｒｅｆ＝４１０だけオフセットして、色間処理が行
われる。ここで、ライトブルーの記録率は４５％であるため、第１の閾値マトリクス９０
１を色間処理した後の閾値マトリクスのうちの１～１８４３の閾値が定められた画素に対
してインクの吐出を定めるように、ライトブルーの記録データが生成される。ここで、１
８４３の閾値は４５（＝１８４３／４０９６×１００）％の記録率に対応している。上述
のように、色間処理後の閾値マトリクスは第１の閾値マトリクス９０１を参照データＩｎ
＿Ｒｅｆ＝４１０だけオフセットされている。したがって、［式２］からわかるように、
色間処理後の閾値マトリクスにおいて１～１８４３の閾値が定められた画素は、第１の閾
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値マトリクス９０１において４１１（＝１＋４１０）～２２５３（＝１８４３＋４１０）
の閾値が定められた画素に対応する。つまり、第１の閾値マトリクス９０１のうちの４１
１～２２５３の閾値が定められた画素に対してインクの吐出を定めるように、ライトブル
ーの記録データが生成される。
【００９２】
　そして、イエローについては、第２の閾値マトリクス９０２を用い、且つ、参照データ
Ｉｎ＿Ｒｅｆは用いずに量子化を行う。ここで、イエローの記録率は３５％であるため、
第２の閾値マトリクス９０２のうちの１～１４３４の閾値が定められた画素に対してイン
クの吐出を定めるように、イエローの記録データが生成される。ここで、１４３４の閾値
は３５（＝１４３４／４０９６×１００）％の記録率に対応している。上述のように、第
２の閾値マトリクス９０２は第１の閾値マトリクス９０１を反転したものである。したが
って、第２の閾値マトリクス９０２において１～１４３４の閾値が定められた画素は、第
１の閾値マトリクス９０１において２６６２（＝４０９６－１４３４）～４０９５（＝４
０９６－１）の閾値が定められた画素に対応する。つまり、第１の閾値マトリクス９０１
のうちの２６６２～４０９５の閾値が定められた画素に対してインクの吐出を定めるよう
に、イエローの記録データが生成される。
【００９３】
　以上の記載と図１０からわかるように、本実施形態によれば、ライトブルーとイエロー
が同じ画素に重畳して付与されないように、各色の記録データを生成することができる。
したがって、ライトブルーとイエローが同時に用いられるようなブラック色相の低階調領
域を記録する際、ライトブルーインクとイエローインクが同じ画素に重畳して付与される
ことによる粒状感を低減した記録を行うことが可能となる。
【００９４】
　（第２の実施形態）
　上述した第１の実施形態では、イエローの処理対象データに対し、ライトブルーの処理
対象データに対して用いる閾値マトリクスを反転した閾値マトリクスを用いる形態につい
て記載した。
【００９５】
　これに対し、本実施形態では、イエロー、ライトブルーの処理対象データに対して同じ
閾値マトリクスを用い、色間処理を行う形態について記載する。
【００９６】
　なお、上述した第１の実施形態と同様の部分については説明を省略する。
【００９７】
　（処理対象データ、閾値マトリクス、参照データの組み合わせ）
　本実施形態における各色のインクの処理対象データにおいて、用いる閾値マトリクスと
選択する参照データの組み合わせを［表２］に示す。
【００９８】
【表２】

【００９９】
　［表２］からわかるように、ブラック、シアン、マゼンタ、ライトブルーの処理対象デ
ータＩｎ＿Ｔａｇについては、［表１］に示す第１の実施形態と同様の組み合わせで量子
化を行う。
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【０１００】
　一方、イエローの処理対象データＩｎ＿Ｔａｇについては、マゼンタ、ライトブルーの
処理対象データＩｎ＿Ｔａｇと同じく、第１の閾値マトリクス９０１を用いる。但し、イ
エローの処理対象データについては、マゼンタおよびライトブルーを参照データＩｎ＿Ｒ
ｅｆとする。
【０１０１】
　（処理対象データの量子化結果）
　本実施形態における色間処理を伴う量子化を行った際の量子化結果について以下に詳細
に説明する。
【０１０２】
　図１１は図６の第１の階調に対応する各色の色材データに対し、本実施形態における色
間処理を伴う量子化を行った際のマゼンタ、ライトブルー、イエローが吐出される画素を
説明するための図である。図１１における目盛や黒く塗り潰された領域は図１０と同じも
のを示している。
【０１０３】
　図６に示すように、ブラック色相の第１の階調における各色のインクの記録率は、ブラ
ックが０％、シアン、マゼンタが１０％、イエローが３５％、ライトブルーが４５％程度
である。このとき、本実施形態では、マゼンタ、ライトブルー、イエローのインクが吐出
される画素は図１１のようになる。
【０１０４】
　マゼンタ、ライトブルーについては、図１０に示す第１の実施形態によって量子化を行
った際の量子化結果と同じであるため、説明を省略する。
【０１０５】
　一方、イエローについては、第１の閾値マトリクス９０１を用い、且つ、マゼンタおよ
びライトブルーのデータを参照データＩｎ＿Ｒｅｆとして用いて量子化を行う。ここで、
第１の実施形態で記載したように、マゼンタの参照データＩｎ＿Ｒｅｆは４１０である。
また、ライトブルーの参照データＩｎ＿Ｒｅｆは１８４３（＝４５×４０９６／１００）
である。したがって、第１の閾値マトリクス９０１をマゼンタの参照データＩｎ＿Ｒｅｆ
＝４１０とライトブルーの参照データＩｎ＿Ｒｅｆ＝１８４３の和（ΣＩｎ＿Ｒｅｆ）で
ある２２５３だけオフセットして、色間処理が行われる。
【０１０６】
　ここで、イエローの記録率は３５％であるため、色間処理後の閾値マトリクスのうちの
１～１４３４の閾値が定められた画素に対してインクの吐出を定めるように、イエローの
記録データが生成される。ここで、１４３４の閾値は３５（＝１４３４／４０９６×１０
０）％の記録率に対応している。上述のように、色間処理後の閾値マトリクスは第１の閾
値マトリクス９０１を参照データΣＩｎ＿Ｒｅｆ＝２２５３だけオフセットされている。
したがって、［式２］からわかるように、色間処理後の閾値マトリクスにおいて１～１４
３４の閾値が定められた画素は、第１の閾値マトリクス９０１において２２５４（＝１＋
２２５３）～３６８７（＝１４３４＋２２５３）の閾値が定められた画素に対応する。つ
まり、第１の閾値マトリクス９０１のうちの２２５４～３６８７の閾値が定められた画素
に対してインクの吐出を定めるように、イエローの記録データが生成される。
【０１０７】
　以上の記載と図１１からわかるように、本実施形態によっても、ライトブルーとイエロ
ーが同じ画素に重畳して付与されないように、各色の記録データを生成することができ、
ブラック色相の低階調領域を記録する際に粒状感を低減した記録を行うことが可能となる
。
【０１０８】
　（第１、第２の実施形態の比較）
　上述した第１、第２の実施形態では、図１０、図１１にそれぞれ示したように、いずれ
においても図６のブラック色相の第１の階調においてライトブルーとイエローによる粒状
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感を低減することができた。
【０１０９】
　しかし、第２の実施形態に比べ、第１の実施形態の方がより好ましい記録を行うことが
できる。以下、この点について詳細に説明する。
【０１１０】
　ブラック色相の低階調領域を記録する際にライトブルーとイエローを同時に使用する（
ライトブルーとイエローの両方を用いてある色を再現する）ことが多い点、およびマゼン
タ寄りのブルー色相を記録する際にライトブルーとマゼンタを同時に使用することが多い
点については上述した。ここで、マゼンタとイエローについてみると、これらのインクも
マゼンタとイエローの中間色相であるレッド色相を再現する際に同時に使用することは多
い。したがって、マゼンタとイエローが同じ画素に重畳して付与されることによる粒状感
を低減するため、マゼンタとイエローについても排他的な画素に付与することが好ましい
。
【０１１１】
　ここで、ライトブルーとイエローが同じ画素に重畳して付与される場合、マゼンタとイ
エローが同じ画素に重畳して付与される場合、イエローとライトブルーが同じ画素に重畳
して付与される場合の３通りにおける粒状感を比較すると、イエローとライトブルーの組
み合わせにおける粒状感が最も画質低下に対して寄与する影響が弱い。これは、マゼンタ
はライトブルー、イエローよりも明度が著しく低いため、ドットの視認性が高く、ライト
ブルーやイエローと重畳して付与された際の粒状感も目立ち易いためである。すなわち、
高階調領域を記録するときなど、マゼンタ、ライトブルー、イエローの少なくともいずれ
か２つを重畳して付与せざるを得ない場合には、マゼンタとライトブルーを同じ画素に重
畳して付与したり、マゼンタとイエローを同じ画素に重畳して付与するよりは、ライトブ
ルーとイエローを同じ画素に重畳して付与した方が、粒状感の低下は生じにくいのである
。
【０１１２】
　以上の点を踏まえ、図６の第２の階調（Ｒ，Ｇ，Ｂ＝１２８，１２８，１２８）に対応
する各色の色材データに対し、第１、第２の実施形態それぞれにおける量子化を行った際
の量子化結果について以下に詳細に説明する。なお、図６に示すように、ブラック色相の
第２の階調における各色のインクの記録率は、ブラックが０％、シアン、マゼンタが２０
％、イエローが４０％、ライトブルーが６０％程度である。
【０１１３】
　図１２は図６の第２の階調に対応する各色の色材データに対し、第１の実施形態におけ
る色間処理を伴う量子化を行った際のマゼンタ、ライトブルー、イエローが吐出される画
素を説明するための図である。図１２における目盛や黒く塗り潰された領域は図１０と同
じものを示している。
【０１１４】
　まず、マゼンタについては、第１の閾値マトリクス９０１を用い、且つ、参照データＩ
ｎ＿Ｒｅｆは用いずに量子化を行う。ここで、マゼンタの記録率は２０％であるため、第
１の閾値マトリクス９０１のうちの１～８１９の閾値が定められた画素に対してインクの
吐出を定めるように、マゼンタの記録データが生成される。ここで、８１９の閾値は２０
（＝８１９／４０９６×１００）％の記録率に対応している。
【０１１５】
　次に、ライトブルーについては、第１の閾値マトリクス９０１を用い、且つ、マゼンタ
のデータを参照データＩｎ＿Ｒｅｆとして用いて量子化を行う。したがって、第１の閾値
マトリクス９０１を参照データＩｎ＿Ｒｅｆ＝８１９だけオフセットして、色間処理が行
われる。ここで、ライトブルーの記録率は６０％であるため、第１の閾値マトリクス９０
１を色間処理した後の閾値マトリクスのうちの１～２４５８の閾値が定められた画素に対
してインクの吐出を定めるように、ライトブルーの記録データが生成される。ここで、２
４５８の閾値は６０（＝２４５８／４０９６×１００）％の記録率に対応している。上述
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のように、色間処理後の閾値マトリクスは第１の閾値マトリクス９０１を参照データＩｎ
＿Ｒｅｆ＝８１９だけオフセットされている。したがって、［式２］からわかるように、
色間処理後の閾値マトリクスにおいて１～２４５８の閾値が定められた画素は、第１の閾
値マトリクス９０１において８２０（＝１＋８１９）～３２７７（＝２４５８＋８１９）
の閾値が定められた画素に対応する。つまり、第１の閾値マトリクス９０１のうちの８２
０～３２７７の閾値が定められた画素に対してインクの吐出を定めるように、ライトブル
ーの記録データが生成される。
【０１１６】
　そして、イエローについては、第２の閾値マトリクス９０２を用い、且つ、参照データ
Ｉｎ＿Ｒｅｆは用いずに量子化を行う。ここで、イエローの記録率は４０％であるため、
第２の閾値マトリクス９０２のうちの１～１６３８の閾値が定められた画素に対してイン
クの吐出を定めるように、イエローの記録データが生成される。ここで、１６３８の閾値
は４０（＝１６３８／４０９６×１００）％の記録率に対応している。上述のように、第
２の閾値マトリクス９０２は第１の閾値マトリクス９０１を反転したものである。したが
って、第２の閾値マトリクス９０２において１～１６３８の閾値が定められた画素は、第
１の閾値マトリクス９０１において２４５８（＝４０９６－１６３８）～４０９５（＝４
０９６－１）の閾値が定められた画素に対応する。つまり、第１の閾値マトリクス９０１
のうちの２４５８～４０９５の閾値が定められた画素に対してインクの吐出を定めるよう
に、イエローの記録データが生成される。
【０１１７】
　以上の記載と図１２からわかるように、第１の実施形態の量子化処理を行うと、図６の
ブラック色相の第２の階調を記録するときには、ライトブルーとイエローは一部同じ画素
に重畳して付与されるが、マゼンタとライトブルーについては排他的な画素に付与される
。同じく、イエローとマゼンタについても排他的な画素に付与される。
【０１１８】
　一方、図１３は図６の第２の階調に対応する各色の色材データに対し、第２の実施形態
における色間処理を伴う量子化を行った際のマゼンタ、ライトブルー、イエローが吐出さ
れる画素を説明するための図である。図１３における目盛や黒く塗り潰された領域は図１
０と同じものを示している。
【０１１９】
　マゼンタ、ライトブルーについては、図１２に示す第１の実施形態によって量子化を行
った際の量子化結果と同じであるため、説明を省略する。
【０１２０】
　一方、イエローについては、第１の閾値マトリクス９０１を用い、且つ、マゼンタおよ
びライトブルーのデータを参照データＩｎ＿Ｒｅｆとして用いて量子化を行う。ここで、
マゼンタの参照データＩｎ＿Ｒｅｆは８１９（＝２０×４０９６／１００）であり、ライ
トブルーの参照データＩｎ＿Ｒｅｆは２４５８（＝６０×４０９６／１００）である。し
たがって、第１の閾値マトリクス９０１をマゼンタの参照データＩｎ＿Ｒｅｆ＝８１９と
ライトブルーの参照データＩｎ＿Ｒｅｆ＝２４５８の和（ΣＩｎ＿Ｒｅｆ）である３２７
７だけオフセットして、色間処理が行われる。
【０１２１】
　ここで、イエローの記録率は４０％であるため、色間処理後の閾値マトリクスのうちの
１～１６３８の閾値が定められた画素に対してインクの吐出を定めるように、イエローの
記録データが生成される。ここで、１６３８の閾値は４０（＝１６３８／４０９６×１０
０）％の記録率に対応している。
【０１２２】
　上述のように、色間処理後の閾値マトリクスは第１の閾値マトリクス９０１を参照デー
タΣＩｎ＿Ｒｅｆ＝３２７７だけオフセットされている。したがって、［式２］、［式３
］からわかるように、色間処理後の閾値マトリクスにおいて１～１６３８の閾値が定めら
れた画素は、第１の閾値マトリクス９０１において１～８１９（１６３８＋３２７７－４
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０９６）、３２７８（＝１＋３２７７）～４０９６の閾値が定められた画素に対応する。
つまり、第１の閾値マトリクス９０１のうちの１～８１９、３２７８～４０９６の閾値が
定められた画素に対してインクの吐出を定めるように、イエローの記録データが生成され
る。
【０１２３】
　以上の記載と図１３からわかるように、第２の実施形態の量子化処理を行うと、図６の
ブラック色相の第２の階調を記録するときには、イエローとマゼンタは一部同じ画素に重
畳して付与されるが、ライトブルーとイエローについては排他的な画素に付与される。同
じく、イエローとマゼンタについても排他的な画素に付与される。
【０１２４】
　このように、ブラック色相における第２の階調を記録する際には、第２の実施形態では
イエローとマゼンタが一部同じ画素に重畳して付与されてしまうのに対し、第１の実施形
態ではライトブルーとイエローが一部同じ画素に重畳して付与されることになる。上述し
たように、イエローとマゼンタが同じ画素に付与されることによる粒状感よりは、ライト
ブルーとイエローが同じ画素に付与されることによる粒状感の方が視認されにくいため、
第１の実施形態の方が画質低下を抑えた記録を行うことができる。
【０１２５】
　（第３の実施形態）
　上述した第１、第２の実施形態では、ブラックとシアンの組み合わせ、およびマゼンタ
とライトブルーの組み合わせのそれぞれにおいて、同じ閾値マトリクスを用い、色間処理
を実行した。
【０１２６】
　これに対し、本実施形態では第１、第２の実施形態における組み合わせから、シアンと
マゼンタを入れ替える。
【０１２７】
　なお、上述した第１、第２の実施形態と同様の部分については説明を省略する。
【０１２８】
　（処理対象データ、閾値マトリクス、参照データの組み合わせ）
　本実施形態における各色のインクの処理対象データにおいて、用いる閾値マトリクスと
選択する参照データの組み合わせを［表３］に示す。
【０１２９】
【表３】

【０１３０】
　［表３］からわかるように、本実施形態では、ブラック、マゼンタの処理対象データＩ
ｎ＿Ｔａｇについては、第３の閾値マトリクス９０３を共通に用い、且つ、ブラックにつ
いては参照データＩｎ＿Ｒｅｆを用いずに、マゼンタについてはブラックのデータを参照
データＩｎ＿Ｒｅｆとして用いて量子化を行う。したがって、ブラックについては分散性
を高くして記録することができる。また、マゼンタについては、ブラックに比べれば分散
性は多少低くなるものの、ブラックと排他的な画素にインクを吐出することができる。
【０１３１】
　また、シアン、ライトブルーの処理対象データＩｎ＿Ｔａｇについては、第１の閾値マ
トリクス９０１を共通に用い、且つ、シアンについては参照データＩｎ＿Ｒｅｆを用いず
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に、ライトブルーについてはシアンのデータを参照データＩｎ＿Ｒｅｆとして量子化を行
う。したがって、シアンについては分散性を高くして記録することができる。また、ライ
トブルーについては、シアンに比べれば分散性は多少低くなるものの、シアンと排他的な
画素にインクを吐出することができる。
【０１３２】
　更に、イエローの処理対象データＩｎ＿Ｔａｇについては、第２の閾値マトリクス９０
２を用い、且つ、参照データＩｎ＿Ｒｅｆを用いずに量子化を行う。したがって、例えば
図６のブラック色相における第１の階調を記録するときには、シアン、ライトブルーと排
他的な画素にイエローインクを付与することができる。また、図６のブラック色相におけ
る第２の階調を記録するときには、図１２を用いて説明したときと同様に考えれば、シア
ン、ライトブルーではインクを重畳させず、シアン、イエローでもインクを重畳させず、
ライトブルー、イエローでインクを重畳させるようにインクを付与することがわかる。マ
ゼンタと同様に、シアンも明度が低いため、他の色のインクと重畳して付与したときの粒
状感は目立ち易い。本実施形態によれば、シアン、イエロー、ライトブルーのうちでいず
れか２つを重畳して付与せざるを得ない場合においては、最も粒状感が目立ちにくいイエ
ロー、ライトブルーを重畳させることができるため、画質低下を抑制することができる。
【０１３３】
　（第４の実施形態）
　上述した第１、第２の実施形態では、マゼンタとライトブルーの組み合わせにおいて、
同じ閾値マトリクスを用いて色間処理を行い、その閾値マトリクスを反転した閾値マトリ
クスをイエローに対して用いる形態について記載した。
【０１３４】
　これに対し、本実施形態では第１、第２の実施形態からライトブルーとイエローを入れ
替える。
【０１３５】
　なお、上述した第１、第２の実施形態と同様の部分については説明を省略する。
【０１３６】
　本実施形態における各色のインクの処理対象データにおいて、用いる閾値マトリクスと
選択する参照データの組み合わせを［表４］に示す。
【０１３７】
【表４】

【０１３８】
　［表４］からわかるように、本実施形態ではブラック、シアン、マゼンタの処理対象デ
ータＩｎ＿Ｔａｇについては第１の実施形態と同様に量子化処理を行う。
【０１３９】
　一方、イエローの処理対象データＩｎ＿Ｔａｇについては、第１の閾値マトリクス９０
１をマゼンタと共通に用い、且つ、マゼンタのデータを参照データＩｎ＿Ｒｅｆとして用
いて量子化を行う。そのため、イエローについては、マゼンタに比べると分散性は低くな
るものの、イエローと排他的な画素にインクを吐出することができる。
【０１４０】
　また、ライトブルーの処理対処データＩｎ＿Ｔａｇについては、第２の閾値マトリクス
９０２を用い、且つ、参照データＩｎ＿Ｒｅｆは用いずに量子化を行う。したがって、例
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えば図６のブラック色相における第１の階調を記録するときには、マゼンタ、イエローと
排他的な画素にライトブルーインクを付与することができる。また、図６のブラック色相
における第２の階調を記録するときには、図１２を用いて説明したときと同様に考えれば
、マゼンタ、ライトブルーではインクを重畳させず、マゼンタ、イエローでもインクを重
畳させず、ライトブルー、イエローでインクを重畳させるようにインクを付与することが
わかる。本実施形態によれば、第１の実施形態と同様に、マゼンタ、イエロー、ライトブ
ルーのうちでいずれか２つを重畳して付与せざるを得ない場合においては、最も粒状感が
目立ちにくいイエロー、ライトブルーを重畳させることができるため、画質低下を抑制す
ることができる。
【０１４１】
　（その他の実施形態）
　各実施形態には、ある色の処理対象データに対して所定の閾値マトリクスを用い、他の
色の処理対象データに対して所定の閾値マトリクスを反転した閾値マトリクスを用いる形
態について記載したが、他の形態による実施も可能である。反転した関係を有していなく
とも、２つの閾値マトリクスにおける閾値の配置がある程度異なっていれば良い。詳細に
は、一方の閾値マトリクスにおいて比較的低い閾値が定められている画素に対し他方の閾
値マトリクスにおいて比較的高い閾値が定められており、一方の閾値マトリクスにおいて
比較的高い閾値が定められている画素に対し他方の閾値マトリクスにおいて比較的低い閾
値が定められていれば良い。このとき、比較的低い閾値、比較的高い閾値としては、閾値
マトリクス内の最大の閾値の半分より低い閾値を比較的低い閾値、最大の閾値の半分より
高い閾値を比較的高い閾値として扱えば良い。
【０１４２】
　また、各実施形態には、例えば図１０に示すように、ブラック色相の低階調領域を記録
するときであれば、ライトブルーインクとイエローインクが排他的な画素に付与されるよ
うに制御を行う形態について記載したが、排他でなくとも、ライトブルーインクとイエロ
ーインクがある程度異なる画素に付与されるような形態であれば良い。おおよそ９０％程
度の画素においてライトブルーインクとイエローインクが異なる画素に付与される形態で
あれば、各実施形態と同様の効果を得ることができる。
【０１４３】
　また、各実施形態には量子化処理を行った結果生成されたデータをそのまま記録データ
として扱う形態について記載したが、他の形態による実施も可能である。例えば、量子化
処理において４値まで量子化し、その後インデックス展開処理を行って２値のデータを生
成し、それを記録データとしても良い。ここで、インデックス展開処理とは、ある領域に
対する多値の値に応じてインクを吐出する画素の数および位置を規定したインデックスパ
ターンを用い、多値のデータを２値のデータとするための処理である。また、記録媒体上
の所定領域に対して記録ヘッドを複数回走査させて記録を行うマルチパス記録方式におい
て、量子化処理あるいはインデックス展開処理によって生成された２値のデータを、複数
回の走査に分配するための分配処理を行っても良い。この分配処理は、２値のデータによ
ってインクの吐出が定められている場合にインクの吐出を許容する画素と非許容する画素
が配置されたマスクパターンを用いて行うことができる。
【０１４４】
　また、各実施形態にはＣＰＵ３０１やＲＯＭ３０２を１つずつ有する形態について記載
したが、複数ずつ有しても良い。例えばＣＰＵ３０１を複数有する場合、各実施形態に記
載した処理の一部の処理を１つのＣＰＵ３０１で、他の処理を別のＣＰＵ３０１で分けて
実行することも可能である。同様に、ＲＯＭ３０２を複数有する場合には、各実施形態で
用いたプログラムや閾値マトリクスなどのうちの一部を１つのＲＯＭ３０２に、他を別の
ＲＯＭ３０２に記憶することもできる。
【０１４５】
　また、各実施形態にはライトブルーインクとイエローインクを用いる場合において、こ
れらのインクを排他的な画素に付与するように制御する形態について記載したが、他の形
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態による実施も可能である。ライトブルーとイエローだけでなく、補色関係にある２色の
インクであり、少なくとも一方が淡色であれば、無彩色の低階調領域を記録する際に同時
に使用することは多い。例えば、ライトレッドインクとシアンインクを用いる場合や、ラ
イトグリーンインクとマゼンタインクを用いる場合においても、無彩色の低階調領域を記
録するときにこれらのインクを同時に用いることが多くなる。したがって、これらの組み
合わせのインクを用いる場合においても、これらのインクを各実施形態におけるライトブ
ルーインク、イエローインクに置き換えることで、各実施形態と同様の効果を得ることが
可能である。
【０１４６】
　また、各実施形態には記録装置、および記録装置を用いた記録方法について記載したが
、各実施形態に記載の記録方法を行うためのデータを生成する画像処理装置または画像処
理方法にも適用できる。また、各実施形態に記載の記録方法を行うためのプログラムを記
録装置と別体に用意する形態にも適用できる。
【符号の説明】
【０１４７】
　３０１　ＣＰＵ
　３０２　ＲＯＭ
 

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】
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